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新人研修のプログラム（４月～7月）

1ヶ月目 2ヶ月目 3ヶ月目 4ヶ月目

令和６年４月 

「耳原総合病院薬剤科 薬剤師新人研修プログラム」 

 

◆薬剤師新人研修プログラム策定の目的 

耳原総合病院の理念を理解し、患者さんに安全で良質な信頼される医療を提供するため、知

識、技能、態度を総合して、医療者として自立した薬剤師の育成を目的とする。 

 

◆教育方針 

 医療現場で薬剤師として働く上で、薬の専門家として患者さんの安全を守るため、適切な

薬物療法を提供できるような薬剤師の育成を目指す。 

また、社会人として、一人ひとりがやりがい、成長を感じながら、お互いを尊重し、患者さ

んや病院、地域から必要とされる薬剤師の育成を目指す。 

 

◆研修プログラム 

 薬剤師新人研修プログラムは入職１年間を目安に行う。 

基本的には薬剤部内の内規等に関しては OJT として学習する。 

新たな業務の開始は、新人教育責任者、指導担当者が本人の業務定着の状況をみて決定する。 

必要に応じて知識の理解確認のテストを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月～ 術前指導、監査・注射監査 

10 月～ 病棟業務 

1 月～ 抗がん剤ミキシング 

 



◆研修体制  以下の教育体制で実施する。 

 

職場長：教育体制の全般を管理する。 

主任：教育研修の進歩を管理する。 

指導担当：直接的な指導を行う。理解度の確認のため、定期的に振り返りを行う 

メンター：精神面でのフォローを行う。 

◆評価方法 

・指導担当者は別に作成の評価表を用いて、理解の確認・フィードバックを行う 

◆到達目標 

・社会人として業務に取り組む姿勢を実践できる 

・調剤内規、業務上のルールを根拠をもって説明できる 

・院内採用薬の基本的な医薬品情報を説明できる 

・業務上の課題や問題点を発見し、解決していくプロセスを実践できる 

・患者さんや他の医療従事者から信頼される薬剤師像を概説できる。 
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・新人同士で解決しない

・不明点はしっかり質問

指導係は最初の3ヶ月間は毎週末に評価表（別紙）で評価してください

指導係は3ヶ月以降は新しい業務が始まるごとに評価表を用いて評価してください

指導者は評価を教育責任者に報告してください

指導者は評価をもとに次の業務に進むかを教育責任者に提案してください

教育責任者が管理者に進捗を報告し、職責者で週間勤務表の調整を行う

メンターは不安、悩みなど精神面のフォロー、助言をしてあげてください

・業務の評価、細かい内容の指導
・次の業務導入タイミングの提案
・新しい業務の事前準備

指導係

※指導は職場全員で行います！

・業務導入のタイミング決定
・新人の進捗状況の周知
・指導係へのアドバイス
・毎月の目標設定

役割

新人教育体制

主任

新人教育責任者への助言

・メンティーの精神面のフォロー
・必要があれば教育責任者に相談

メンター

③

④

⑤

⑥

⑦ メンターはメンティーとのやり取りの報告は不要ですが、改善が必要なことは教育責任者に相談ください

①

②

職場長

指導担当者メンター

新人教育責任者

新人


